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 7ページのセクション7「開発者メモ」

 8ページのセクション8「インプレース編集」

 9ページのセクション9「ファイル、フォルダ、およびワークスペース」

 11ページのセクション10「HTML変換とKeyView」

 12ページのセクション11「LDAP」

 12ページのセクション12「ライセンス: ゲストおよびシステムエージェントユーザはカウント

されない」

 13ページのセクション13「Vibe Desktopクライアント」

 13ページのセクション14「NFSはLuceneでサポートされていない」

 13ページのセクション15「サードパーティの統合」

 15ページのセクション16「ユーザ」

 15ページのセクション17「WebDAVの問題」

目的 次の情報を参照してください: 

新機能について 17ページのセクション20.1「Vibe 4.0.7の新機能」を参照してください。

Vibe 4.0.7へのアップグ

レード

『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の

「「Upgrade(アップグレード)」」を参照してください。

Vibe 4.0.7のインストール 『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド) 』の「「Vibe 
System Requirements(Vibeシステム要件)」、「」 「Single-server (Basic) 
Installation(シングルサーバ(基本)インストール)」、」および『「Planning 
an Advanced Vibe Installation(Vibe上級インストールの計画)」』を参照して

ください。 

Vibeを初めて使用する場合 詳細については、『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガ

イド)』の「「Overview of Micro Focus Vibe(Micro Focus Vibeの概要)」」を参

照してください。

問題と注意事項 次の節を参照してください。
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 16ページのセクション18「バグ修正リスト」

 16ページのセクション19「Vibeのマニュアル」

 17ページのセクション20「Vibe 4リリースの新機能」

 25ページのセクション21「保証と著作権」

1 インストールに関する注意
 2ページのセクション1.1「SLES 12 SP3では最新のカーネルが必要」

 2ページのセクション1.2「SLES 15のインストールには32ビットのサポートが必要」

1.1 SLES 12 SP3では最新のカーネルが必要

SLES 12 SP3にVibe 4.0.7をインストールする場合は、インストールを開始する前に最新のカーネル

にアップデートしてください。

1.2 SLES 15のインストールには32ビットのサポートが必要

Vibeインストールプログラムは、32ビットアプリケーションです。

SLES 15にVibe 4.0.7をインストールする前に、次のパッケージをインストールする必要がありま

す。

 TK-32ビット

 TCL-32ビット

2 アップグレードに関する注意
Vibeをアップグレードする前に、次の点を考慮してください。

 2ページのセクション2.1「Microsoft SQL Server 2008がサポートされていない」

 3ページのセクション2.2「ChromeおよびFirefoxユーザのログインに関する問題」

 3ページのセクション2.3「新しいバージョンに更新した後、一時的に遅延する問題」

 3ページのセクション2.4「SLES 12でのポート転送スクリプトの中断」

 3ページのセクション2.5「アップグレード後のWebDAV TLSエラー」

 3ページのセクション2.6「Vibe 3.xから4.x」

2.1 Microsoft SQL Server 2008がサポートされていない

Vibe 4.0.7は、データベースとしてMicrosoft SQL Server 2008をサポートしていません。 

インストールしているVibeがMS SQL Serverバージョン2008をデータベースとして使用している場

合は、Vibe 4.0.7にアップグレードする前に、次の作業を行う必要があります。

1. まだ実行していない場合は、MS SQL serverをバージョン2008 R2 SP3にアップデートしてくだ

さい。(バージョン2012にアップデートするには、SP3が必要です。)
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2. 『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の「「Database Server 
Requirements(データベースサーバの要件)」」に記載されているとおり、MS SQL Server 2008 
R2 SP3からMS SQL 2012 R2以降にアップデートします。

3. Vibeが正常に実行されていることを確認します。

4. Vibe 4.0.7にアップグレードします。

2.2 ChromeおよびFirefoxユーザのログインに関する問題

場合によっては、Vibe 4.0.5から4.0.7にアップグレードした後に、管理者以外のユーザがChrome
およびFirefoxブラウザでログインできなくなります。 

ブラウザのクッキーとキャッシュを消去することでこの問題は解決されます。

2.3 新しいバージョンに更新した後、一時的に遅延する問題

Vibeシステムを新しいバージョンに更新すると、ユーザがVibeシステムを最初に利用する際にパ

フォーマンスの劣化が発生することがあります。更新後にVibeがJSPをコンパイルする必要がある

ためです。

2.4 SLES 12でのポート転送スクリプトの中断

従来のポート転送スクリプトは、SLES 12では機能しません。『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 
4.0.7インストールガイド)』の「Using iptables Commands on SLES 12 or 15(SLES 12または15での

iptablesコマンドの使用)」を参照してください。

2.5 アップグレード後のWebDAV TLSエラー

WebDAVサーバに自己署名証明書を使用していて、バージョン4.0.7へのアップグレード後にTLSエ
ラーによって、VibeサーバのWebDAVに対する認証が失敗する場合は、16ページのセクション17.1
「Vibe to WebDAV: Self-Signed Certs Require Manual Import(VibeからWebDAV: 自己署名証明書は手

動でインポートする必要がある)」を参照してください。

2.6 Vibe 3.xから4.x

2.6.1 システム要件が満たされていることを確認

アップグレードプロセスを開始する前に、『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストー

ルガイド)』の「「Vibe System Requirements(Vibeシステム要件)」」に記載されている要件が満た

されていることを確認してください。 

たとえば、VibeシステムがSLES 11上で実行されている場合は、続行する前に、サポートされてい

るSLESプラットフォームに移行してください。 
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2.6.2 アップグレードの前に、遅延ログ記録をクリア

高可用性Vibeシステムを前のバージョンからVibe 4またはそれ以降にアップデートする場合、現

在存在する遅延ログレコードは互いに互換性がなくなります。

Vibe 4以降への更新中に遅延更新ログで非互換性の問題が発生しないように、アップグレードの前

に、すべての遅延更新ログをクリアしなければなりません。

遅延更新ログをクリアする方法については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro 
Focus Vibe 4.0.7管理者ガイド)』の「「Performing Maintenance on a High Availability Lucene 
Index(高可用なLuceneインデックスでの保守の実行)」」を参照してください。

2.6.3 アップグレード後に、短縮型の単純なURLを再作成 

Vibe 4以前に作成された短縮型のURLは、Vibe 4では機能しません

Vibe 4へのアップグレード後に、URLを再作成する必要があります。

2.6.4 アップグレード後にWebDAVマッピングされたドライブを修復

マッピングされたドライブをWebDAVを介してVibe 3.xフォルダに作成している場合(『Micro 
Focus Vibe 4.0.7 Advanced User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7上級ユーザガイド)』の「「Using 
WebDAV on a Vibe Folder(VibeフォルダでのWebDAVの使用)」」を参照)、WebDAVのURLはVibe 4.x
へのアップグレード後に有効でなくなり、マッピングされたドライブは機能しなくなります。

Vibe 4にアップグレードしてから、以前にWebDAVで作成したマップされたドライブを再作成する必

要があります。

3 モバイルアプリ
 4ページのセクション3.1「Androidモバイルアプリケーションの再インストールが必要」

3.1 Androidモバイルアプリケーションの再インストールが必要

詳細については、『Micro Focus Vibe MobileQuick Start(Micro Focus Vibe Mobileクイックスタート

)』の「「Android App Must Be Replaced on Mobile Devices(モバイルデバイスではAndroidアプリの

入れ替えが必須)」」を参照してください。

4 文字の制限
特殊文字、2バイト文字などの次の制限に注意してください。

 5ページのセクション4.1「Vibeのユーザ名(およびパスワード)」

 5ページのセクション4.2「ソフトウェアのインストールディレクトリ名」

 5ページのセクション4.3「ファイルリポジトリディレクトリ名」

 5ページのセクション4.4「単純なURLは拡張文字をサポートしない」
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4.1 Vibeのユーザ名(およびパスワード)

Vibeのユーザ名に特殊文字( / \ * ? " < > : | ‘ )を使用することはできません。なぜなら、これら

の文字はLinuxやWindowsのパス名では正規文字ではないからです。

LDAPディレクトリではこれらの文字を使用できることがあり、名前がエラーなしでVibeサイトに

同期する場合がありますが、Vibeはユーザワークスペースへのパスを作成できず、関連付けられた

ユーザはログインできません。 

さらに、Vibeのインプレース編集機能では、MS Officeなどのサードパーティ製品とのやり取りの

際のWebDAV制限により、パスワードにASCII文字のみが含まれている必要があります。8ページの

セクション8.1「ASCII文字に制限されたユーザ名とパスワード」を参照してください。

4.2 ソフトウェアのインストールディレクトリ名

Micro Focus Vibeのインストールディレクトリ名には拡張文字やダブルバイト文字は使用しないで

ください。Vibeソフトウェアのデフォルト場所:

4.3 ファイルリポジトリディレクトリ名

Micro Focus Vibeファイルリポジトリへのパスのディレクトリ名では拡張文字またはダブルバイト

文字は使用しないでください。ファイルリポジトリのルートディレクトリのデフォルトの場所は、
次のとおりです。

4.4 単純なURLは拡張文字をサポートしない

ワークスペースのデフォルトの設定ページで、URLの定義フィールドは拡張文字を受け入れません。

簡易URLには、英数字のみを使用します。

5 データベース
次の点に留意してください。

 5ページのセクション5.1「リモートデータベースサーバでJDK 11以降が必要」

 6ページのセクション5.2「Quartzスケジューラでのロック待機のタイムアウトの問題」

5.1 リモートデータベースサーバでJDK 11以降が必要

『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の「「Creating the Vibe 
Database on a Separate Server(別サーバへのVibeデータベースの作成)」」で説明されているよう

に、managedatabase.shスクリプトを実行するには、リモートサーバにJDK 11以降がインストール

されている必要があります。

Linux: /opt/novell/teaming

Windows: c:\Program Files\Novell\Teaming

Linux: /var/opt/novell/teaming

Windows: c:\Novell\Teaming
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5.2 Quartzスケジューラでのロック待機のタイムアウトの問題

ロック待機のタイムアウトの超過を示すデータベースのエラーを受け取る可能性があります。 

これらのエラーを解決するには、次の手順を実行します。 

1 テキストエディタでMySQL設定ファイルを開きます。

お使いのオペレーティングシステムに応じて、MySQL設定ファイルは次の場所にあります。

2 MySQL設定ファイルに次のセクションを追加します。 

[mysqld]
transaction-isolation = READ-COMMITTED

3 変更を保存し、エディタを閉じます。

6 日時
 6ページのセクション6.1「カスタムエントリまたはビューで異なる日付が表示される場合があ

る」

 7ページのセクション6.2「Vibeサイトの時刻がWebサービスクライアントの時刻に一致するこ

とが必要」

6.1 カスタムエントリまたはビューで異なる日付が表示される場合がある

カスタムエントリまたはビューで日付属性を使用する場合、異なるタイムゾーンのユーザには自分
が見ているものと異なる日付が表示される場合があります。 

Micro Focus Vibeでは、Vibeユーザのタイムゾーンで選択された日付は真夜中の時間として、

GMT時間で保存されます。たとえば山岳部タイムゾーンの2015年1月13日はGMT-7:00 
(20150113T0700)として保存されます。 同じタイムゾーンの人達にとっては問題ありません。ただ

し、異なるタイムゾーンの人達にとっては、山岳部タイムゾーンの真夜中は異なる日付である場合
があります。

Linux: /etc/my.cnf

Windowsの場

合: 
c:\Program Files\MySQL\MySQL Server version\my.ini
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6.2 Vibeサイトの時刻がWebサービスクライアントの時刻に一致すること

が必要

GroupWise WindowsクライアントなどのWebサービスクライアントからMicro Focus Vibeサイトにア

クセスするには、ユーザワークステーションの時間設定がVibeサーバの時間設定と5分以内で一致

する必要があります。5分以上の不一致がある場合、WebサービスクライアントのVibeサイトへの

接続試行がタイムアウトします。可能であれば、サーバまたはワークステーションの時間を、正し
い一致した時間にリセットします。

時間差がシステム構成に必要な一部である場合、WS-Security (http://en.wikipedia.org/wiki/
Web_Services_Security)を通してVibeサイトに認証を与えるGroupWiseなどのWebサービスのタ

イムアウト設定を変更できます。

1 次のファイルのバックアップコピーを作成します。

teaming_directory/webapps/ssf/WEB-INF/server-config.wsdd

2 server-config.wsddファイルをテキストエディタで開きます。

3 次のセクションを検索します。

<handler type="java:org.apache.ws.axis.security.WSDoAllReceiver">
<parameter name="passwordCallbackClass"
value="org.kablink.teaming.remoting.ws.security.PWCallback"/>
<parameter name="action" value="UsernameToken Timestamp"/>
</handler>

4 timeToLiveパラメータに大きなタイムアウト値(たとえば、24時間を示す86400)を挿入しま

す。

<handler type="java:org.apache.ws.axis.security.WSDoAllReceiver">
<parameter name="passwordCallbackClass"
value="org.kablink.teaming.remoting.ws.security.PWCallback"/>
<parameter name="action" value="UsernameToken Timestamp"/>
<parameter name="timeToLive" value="86400"/>
</handler>

5 server-config.wsddファイルでセクションの秒インスタンスに対して、ステップ 3とステップ 4
を繰り返します。

6 server-config.wsddファイルを保存してから、サーバを再起動します。 

7 開発者メモ
 7ページのセクション7.1「再コンパイルおよび再構築されたVibeコードはサポートされていな

い」

 8ページのセクション7.2「SOAPペイロードは複数参照値を生成しない」

7.1 再コンパイルおよび再構築されたVibeコードはサポートされていない

開発環境に再コンパイルおよび再構築されたコードがある場合、Micro FocusでVibeのインストー

ルはサポートされません。 

これには、カスタムのフォーラムおよびビューの展開を容易にするためのJSPベースの変更は含ま

れません。
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7.2 SOAPペイロードは複数参照値を生成しない

デフォルトでは、Micro Focus Vibe SOAPペイロードは複数範囲の値を生成しません。複数範囲の値

が生成されるように、server-config.wsddファイルを変更できます。

1 server-config.wsddファイルがあるディレクトリに移動します。

Vibeインストールには、2つのserver-config.wsddファイルが含まれます。これらのファイル

のデフォルトの場所は、プラットフォームによって次のように異なります。

2 次のラインで、falseをtrueに変更します。

<parameter name="sendMultiRefs" value="false"/>

3 server-config.wsddファイルを保存し、テキストエディタを終了します。

4 変更したserver-config.wsddファイルのバックアップコピーを作成します。

Vibeソフトウェアを更新する場合、server-config.wsddファイルはVibeインストールプログラ

ムによって上書きされます。更新後に更新したファイルを復元するか、修正を繰り返すかいず
れかを行う必要があります。

5 この手順をVibeソフトウェアで2つ目のserver-config.wsddファイルに対して繰り返します。

8 インプレース編集
 8ページのセクション8.1「ASCII文字に制限されたユーザ名とパスワード」

 8ページのセクション8.2「Macでは2バイト文字またはスペースを含む名前は開かない」

 9ページのセクション8.3「Photoshopファイルを編集できない」

 9ページのセクション8.4「拡張文字を含むファイル名が正しく表示されない」

8.1 ASCII文字に制限されたユーザ名とパスワード

MS OfficeなどのWebDAVおよびサードパーティアプリケーション間のやり取りに制限があるため、

認証要求ではASCII文字のみがサポートされています。 

Vibeのユーザがインプレース編集機能を使用している場合は、パスワードに2バイト文字または拡

張文字を使用することはできません。

5ページのセクション4.1「Vibeのユーザ名(およびパスワード)」で説明されているように、ユー

ザ名はその他の理由によっても制限されています。

8.2 Macでは2バイト文字またはスペースを含む名前は開かない

WordまたはPowerPointのファイル名にスペースまたは2バイト文字が含まれている場合は、使用

しているブラウザに関係なく、インプレース編集機能はMacワークステーションでそのファイルを

開きません。

Linux: /opt/novell/teaming/apache-tomcat-version/webapps/ssf/WEB-INF
/opt/novell/teaming/apache-tomcat-version/webapps/ssr/WEB-INF

Windows: c:\Program Files\Novell\Teaming\apache-tomcat-version\webapps\
ssf\WEB-INF

c:\Program Files\Novell\Teaming\apache-tomcat-version\webapps\
ssr\WEB-INF
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8.3 Photoshopファイルを編集できない

Photoshopは、WebDAV URLを使用した編集をサポートしていないため、Vibeのインプレース編集機

能を使用してPhotoshopファイルを編集することはできません。

VibeサイトにあるPhotoshopファイルを編集するには、『「Micro Focus Vibe 4.0.7 Advanced User 
Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7上級ユーザガイド)」』の「Downloading Files(ファイルのダウン

ロード)」に説明されているように、まずファイルをダウロードする必要があります。

8.4 拡張文字を含むファイル名が正しく表示されない

ファイル名に拡張文字が含まれていて、Internet Explorer 11で編集するために開かれている場合、

その名前は奇数文字をアプリケーションヘッダに表示します。 

この場合、整合性の編集に影響はありません。また、ファイルが保存されると、元の名前が保持さ
れます。 

ChromeまたはFirefoxを使用してファイルが開かれると、その名前はアプリケーションヘッダに正

しく表示されます。

9 ファイル、フォルダ、およびワークスペース
 9ページのセクション9.1「カスタムフォームとワークフロー定義がコピーに含まれない」

 10ページのセクション9.2「エクスポートは4GBを超えることはできない」

 10ページのセクション9.3「MacのSafariを使用した複数ファイルのダウンロード」

 10ページのセクション9.4「ミラーリングされたフォルダの制限」

 11ページのセクション9.5「メインタスクを移動するとサブタスク階層が削除される」

 11ページのセクション9.6「フォルダおよびワークスペースのネスト制限」

 11ページのセクション9.7「最も古いバージョンのファイルにメモが表示されない」

 11ページのセクション9.8「パスワードで保護されているファイルが表示できない」

 11ページのセクション9.9「リンクを有効にするには、エクスポートにターゲットを含める必

要がある」

9.1 カスタムフォームとワークフロー定義がコピーに含まれない

ワークスペースをコピーする際に、ワークスペースのカスタムフォームとワークフロー定義は、
ワークスペースのコピーに転送されません。 

ワークスペースツリーの上位階層に定義を移動することによって、この制限に対処できます。

1 定義がある元のワークスペースのフォルダに移動します。

2 ［ワークスペース］ツールバーで、［管理］>［フォームと表示デザイナ］の順にクリックします。

3 ［フォームと表示デザイナ］ツリーを展開してから、移動する定義をクリックします。

4 ［定義のプロパティ］ダイアログボックスで、［この定義を移動］をクリックし、Vibeサイトに

ワークスペースとフォルダツリーを表示してから、必要に応じてそのツリーを展開し、定義の
適切な移動先を表示します。

オリジナルのワークスペースのコピーで定義を利用できるようにするには、オリジナルワーク
スペースとワークスペースのコピー両方の上のツリーの場所に定義を移動します。
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Vibeサイトで全体的に定義を利用できるようにするには、ワークスペースとフォルダツリーの

ルートに定義を移動します。

5 定義を移動するには、［OK］をクリックします。

6 ［閉じる］を2回クリックして、Vibeのメインページに戻ります。

7 定義がワークスペースのコピーで使用可能になったことを確認してください。

8 コピーされたワークスペースで使用可能にする必要のある定義ごとにこの手順を繰り返しま
す。

9.2 エクスポートは4GBを超えることはできない

ワークスペースをエクスポートする際、合計ファイルサイズが4GB以上の場合、エクスポートされ

た.zipファイルは破損され、開けません。 

この問題を回避するには、Only export child folders or workspaces that are specifically checked(選
択した子フォルダまたはワークスペースのみエクスポートする)オプションを使用して、エクスポー

トを複数ファイルに分割します。『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 
4.0.7管理ガイド)』の「「Exporting Workspaces(ワークスペースのエクスポート)」」を参照して

ください。

9.3 MacのSafariを使用した複数ファイルのダウンロード

MacのSafariを使用して複数ファイルをダウンロードするには、Open “safe” files after 

downloading(ダウンロード後に[セーフ]ファイルを開く)オプションが選択されていない必要があ

ります。

1 ［Safari］>［環境設定］をクリックします。

2 ［一般］タブで、［Open “safe” files after downloading］が選択されていないことを確認して

ください。

9.4 ミラーリングされたフォルダの制限

 10ページのセクション9.4.1「ミラーリングフォルダ移動の制限」

 10ページのセクション9.4.2「ミラーリングされたフォルダバージョン管理の制限」

9.4.1 ミラーリングフォルダ移動の制限

1つのミラーリングフォルダを別のミラーリングフォルダ内部に移動させるためには、Move This 

Folder(このフォルダを移動)機能は使用できません。

9.4.2 ミラーリングされたフォルダバージョン管理の制限

ミラーリングされたフォルダ内のファイルを編集してからバージョン履歴を確認する場合、最新
バージョンのファイルのみを表示して、最新バージョンのファイルのみがミラーリング場所からの
編集に使用できます。この動作は仕様によるものです。ミラーリングされたフォルダでのマニュア
ルのバージョン管理は現在使用できません。
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9.5 メインタスクを移動するとサブタスク階層が削除される

メイン(親)タスクをVibeサイト上の別の場所に移動すると、メインタスクの下にあるすべてのサ

ブタスクが(サブタスクのサブタスク(ネストされたタスク)も)、元のTasksフォルダ内のメイ

ンタスクになります。

9.6 フォルダおよびワークスペースのネスト制限

データベースの制約のため、Vibeが許可するネストされたフォルダとワークスペースの最大数は45
です。たとえば、フォルダ内にフォルダを作成し、その後そのフォルダ内にフォルダを作成するな
ど、フォルダ構造は45階層の深さまで作成できます。フォルダ構造では45階層を超えることはで

きません。

9.7 最も古いバージョンのファイルにメモが表示されない

複数のファイルバージョンがあるときに、一番古いバージョンのファイルについてのメモを追加し
ようとすると(『Micro Focus Vibe 4.0.7 User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7ユーザガイド)』の

「「Adding a Note about a File or File Version(ファイルまたはファイルバージョンに関するメモの

追加)」」を参照)、メモが表示されない場合があります。

9.8 パスワードで保護されているファイルが表示できない

作成元のアプリケーションでパスワード保護されているファイルはMicro Focus Vibeサイトでは表

示できません。この動作は仕様によるものです。

9.9 リンクを有効にするには、エクスポートにターゲットを含める必要が
ある

エクスポートされたワークスペース、フォルダ、またはエントリがエクスポートファイルに含まれ
ないものにリンクされているとき、リンクが別のVibeシステムにインポートされた場合には正しく

機能しません。

10 HTML変換とKeyView
 11ページのセクション10.1「Windowsでは更新されたVisual C++再配布可能パッケージが必要」

 12ページのセクション10.2「LinuxサーバのHTML変換エラー」

10.1 Windowsでは更新されたVisual C++再配布可能パッケージが必要

Micro Focus Vibeは、Vibeサイトでドキュメントとイメージを表示するためと、ドキュメントのイ

ンデックスを付けるためにMicro Focus KeyViewを使用します。このビューア技術は、最新の

Microsoft Visual C++の技術に依存しています。 

VibeをインストールするWindowsサーバに、まだ適切なVisual C++再配布可能パッケージの2010
または2013バージョンがインストールされていない場合、Vibeサイトが適切に機能する前に、イ

ンストールする必要があります。必要なバージョンのVisual C++再配布可能パッケージは、

Microsoftダウンロードセンター (https://www.microsoft.com/en-us/download/)から入手できま

す。
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重要: 2010または2013年以降のVisual C++は動作しません。

10.2 LinuxサーバのHTML変換エラー

ファイルを表示しようとしたときに、HTML Conversion Error(HTML変換エラー)が表示される場合、

KeyViewがそのファイルタイプをサポートしていない可能性があります。

11 LDAP
 12ページのセクション11.1「常にLDAPソースのGUID属性を指定する」

 12ページのセクション11.2「使用される属性は一意のVibeユーザ名を生成する必要がある」

11.1 常にLDAPソースのGUID属性を指定する

LDAPソースの設定時にGUID属性が指定されていない場合、LDAPディレクトリ内のユーザの名前変

更または移動を行うと、Vibeで新しいユーザが作成される場合があります。

LDAPディレクトリのユーザの名前変更または移動を行う前に、『Micro Focus Vibe 4.0.7 
Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理者ガイド)』の「「Server Information(サーバ情

報)」」で説明されているようにGUID属性の値を指定している必要があります。 

11.2 使用される属性は一意のVibeユーザ名を生成する必要がある

LDAPソースからユーザをインポートしてMicro Focus Vibeユーザを作成する場合は、Vibeアカウン

ト名に指定するLDAP属性が各LDAPユーザに対して一意の値であることを確認してください。

たとえば、Vibeアカウント名の値にcn属性を使用し、複数のユーザが同じcnの値を持っている場

合、最初に見つかったユーザのみがVibeに同期されます。同じcn値を持つ後続のユーザは無視さ

れます。

すべてのユーザをインポートするには、emailAddressなどのすべてのコンテナで一意になる保証が

ある値を持つ属性を使用します。

12 ライセンス: ゲストおよびシステムエージェントユー
ザはカウントされない
Micro Focus Vibeライセンスの現在の使用状況は、[Administration]アイコンをクリックし、

[Reports]にある[License Report]をクリックして確認できます。 

管理者はライセンス総数に関してユーザとしてカウントしますが、ゲストおよび3つの内部/ロー

カルユーザ(_emailPostingAgent、_jobProcessingAgent、および_synchronizationAgent)はカウントさ

れません。 
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13 Vibe Desktopクライアント

13.1 Vibe 4.0.6からVibe 4.0.7クライアントソフトウェアを更新する

セキュリティ要件が4.0.7で拡張されているため、Vibe 4.0.6クライアントソフトウェア(Macおよ

びWindows)はVibe 4.0.7サーバに接続できません。 

つまり、サーバをVibe 4.0.7にアップグレードすると、ユーザはMacおよびWindowsワークステー

ションクライアントアプリケーションを自動的に4.0.6から4.0.7に更新することはできません。

しかし、Vibe 4.0.7クライアントはVibe 4.0.6サーバに接続することができます。

そのため、最初にVibe 4.0.6サーバからVibe 4.0.7クライアントアプリパッケージをロードして自

動配布することをお勧めします。そして、ユーザのワークステーションがアップグレードされた後
に、サーバにVibe 4.0.7をインストールします。

または、4.0.7クライアントアプリを手動でダウンロードしてインストールすることもできます。

13.2 Macデスクトップクライアントでは、追加の手順が必要になる場合があ

る

MacユーザがVibe 4.0.7 Desktopクライアントを初めて起動するときに、Vibe Desktopがキー

チェーンに格納されている機密情報を使用しようとしていることを示す通知が表示される場合があ
ります。 

Vibe Desktopを使用するには、ユーザはワークステーションのパスワードを入力し、表示されるご

とに[常に許可]または[許可]のどちらかを選択する必要があります。

13.3 Windowsデスクトップクライアントでは、手動による再起動が必要にな

る場合がある

Vibe 4.0.7 Desktopクライアントにアップグレードした後に、古いクライアントがシャットダウン

すると、新しいクライアントの起動に失敗する可能性があります。 

これが発生した場合、ユーザはクライアントを手動で再起動する必要があります。その後、通常の
操作が再開されます。

14 NFSはLuceneでサポートされていない

NFSファイルシステムマウントは、LuceneインデックスサーバとLuceneインデックスを接続する場

合にはサポートされていません。

15 サードパーティの統合
 14ページのセクション15.1「GroupWise」

 14ページのセクション15.2「Outlook」
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15.1 GroupWise

 14ページのセクション15.1.1「GroupWise 2018ではデフォルトでSSLを有効にしたSMTPが必要」

 14ページのセクション15.1.2「GroupWiseからドラッグアンドドロップを行う場合は、最初に

保存する必要がある」

15.1.1 GroupWise 2018ではデフォルトでSSLを有効にしたSMTPが必要

バージョン2018より前のGroupWiseサーバは、セキュリティ保護されていないSMTP通信とセキュ

リティ保護されたSMTP通信の両方をデフォルトで受け入れます。

GroupWise 2018以降、サーバはセキュリティ保護されたSMTP通信のみをデフォルトで受け入れま

す。

GroupWise 2018にアップグレードした後で、Vibeのアウトバウンド電子メールメッセージが受信さ

れない場合は、次のいずれかの操作を行ってください。

 GroupWiseサーバのSMTP設定を変更して、非SSL通信を許可します。 

GroupWise管理コンソールで、[Internet Agents(インターネットエージェント)] > [GWIA] > 

[Agent Settings(エージェント設定)]の順にクリックし、SMTPを[有効]に変更します。(詳
細については、GroupWiseのマニュアルを参照してください。)

または

 GWIAのSMTP証明書をVibe JRE証明書ストアにインポートして、Vibeとメールサーバ間のSSL通信

を設定します。『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガ

イド)』の「「Securing Email Transfer(電子メール転送のセキュリティ保護)」」を参照してく

ださい。

15.1.2 GroupWiseからドラッグアンドドロップを行う場合は、最初に保存する必要がある

GroupWiseメッセージからVibeのドラッグアンドドロップウィンドウにファイルをドラッグするこ

とはできません。(フォルダエントリツールバーの[フォルダにファイルを追加])。 

最初に添付ファイルを保存してから、保存したファイルをドラッグアンドドロップウィンドウにド
ラッグアンドドロップします。

15.2 Outlook

15.2.1 iCalタスクがイベントとして表示される

VibeがiCal添付ファイルを介してOutlookにタスクを送信すると、タスクが、タスクアイテムで

はなくカレンダイベントとして表示されます。

これは、OutlookがiCalイベントを処理する方法に問題があるためです。

VibeがiCal添付ファイルを使用して、カレンダイベントとタスクアイテムを送信する方法の詳細

については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7ユーザガイド)』の

「「Synchronizing Tasks and Calendars to a Desktop Application(タスクおよびカレンダをデスク

トップアプリケーションに同期する)」」を参照してください。
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15.2.2 拡張文字または2バイト文字が含まれている添付ファイルが届かない

OutlookがMicro Focus Vibeサイトにポストを送信する場合、またメッセージがファイル名に拡張

文字または2バイト文字が付けられた添付ファイルを持つ場合、Exchangeサーバが適切に設定され

るまで、添付ファイルはVibeサイトに届けられません。Exchangeサーバがファイル名を正しく渡

すように設定するには、「Foreign Characters Appear as Question Marks When Sent from OWA(OWAから

の送信時に外国文字が疑問符(?)で表示される) (http://www.windowsnetworking.com/kbase/
WindowsTips/Windows2000/AdminTips/Exchange/
ForeigncharactersappearasquestionmarkswhensentfromOWA.html)」の手順に従います。

16 ユーザ
 15ページのセクション16.1「ユーザプロファイルはカスタムJSPファイルをサポートしない」

 15ページのセクション16.2「外部ユーザに壊れたプロファイルイメージアイコンが表示され

る」

16.1 ユーザプロファイルはカスタムJSPファイルをサポートしない

フォームと表示デザイナツールの中でユーザプロファイルのフォームおよびビューの属性を作成ま
たは変更する場合、カスタムJSPファイルを参照できません。 

この機能は、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Advanced User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7上級ユーザガイ

ド)』の「「Enabling Vibe Forms and Views to Reference JSP Files(Vibeフォームおよびビューでの

JSPファイルの参照の有効化)」」で説明されているように、ワークスペース、フォルダ、およびエ

ントリ用の属性の変更はサポートされています。

16.2 外部ユーザに壊れたプロファイルイメージアイコンが表示される

次の条件の下にある内部ユーザについては、壊れたプロファイルイメージアイコンが外部ユーザに
表示されます。

 内部ユーザがCan Only See Members of Groups I Am In(自分が参加しているグループのメンバーのみが表

示される)(COSMOGIAI)プロファイル属性を設定している。

 内部ユーザが、自画撮りやその他の画像など、デフォルト以外のプロファイルの画像をアップ

ロードしている。 

 内部ユーザが、項目を外部ユーザと共有している、または両者がアクセス権を持つワークス

ペースにエントリをポストしている。 

 外部ユーザがCOSMOGIAIプロファイル属性を設定していない。

外部ユーザにCOSMOGIAIプロファイル属性が設定されている場合は、デフォルトのプロファイル画

像(グレーの人物)が共有項目またはワークスペースポストに表示されます。

17 WebDAVの問題

 16ページのセクション17.1「Vibe to WebDAV: Self-Signed Certs Require Manual Import(Vibeか
らWebDAV: 自己署名証明書は手動でインポートする必要がある)」

 16ページのセクション17.2「MacにおけるWebDAVの制限事項」
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17.1 Vibe to WebDAV: Self-Signed Certs Require Manual Import(Vibeから

WebDAV: 自己署名証明書は手動でインポートする必要がある)

Micro Focus VibeサイトとWebDAVサーバ間でSSL接続を使用する場合、およびWebDAVサーバが認

証局によって与えられた証明書ではなく自己署名証明書を持つ場合は、自己署名証明書をJDKに手

動でインポートする必要があります。 

基本プロセスは、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイ

ド)』の「Securing LDAP Synchronization(LDAP同期の保護)」で説明されているものと同じです。

重要: Vibe 4.0.4以前で推奨されている、この問題に対するOracle JDKの回避策はサポートされな

くなりました。

17.2 MacにおけるWebDAVの制限事項

MacにおけるWebDAVの制限のため、Mac環境ではWebDAVを使用してVibeフォルダを表示できませ

ん。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Advanced User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7上級ユーザ

ガイド)』の「「Using WebDAV on a Vibe Folder(VibeフォルダでのWebDAVの使用)」」を参照してく

ださい。

18 バグ修正リスト
Vibe 4.0.7以降に修正されたバグのリストについては、「Vibe 4.0.7 Bug List(Vibe 4.0.7バグリス

ト) (http://www.novell.com/documentation/vibe4/pdfdoc/vibe407-fixes/vibe407-fixes.pdf)」
を参照してください。各バグの詳細については、Bugzilla (https://bugzilla.novell.com)のバグ

番号を参照してください。

19 Vibeのマニュアル

次の各ソースには、Micro Focus Vibe 4に関する情報が記述されています。

 オンライン製品マニュアル: Micro Focus Vibe 4マニュアルWebサイト (http://www.novell.com/
documentation/vibe4)

 Micro Focus Vibe内に製品マニュアルが含まれています。Vibeのホームページの右上隅にある

［ヘルプ］アイコン(疑問符)をクリックします。

Micro Focus Vibe製品マニュアルに加えて、次のリソースではVibe 4に関する情報がさらに提供さ

れています。

 Micro Focus Vibe製品サイト (http://www.novell.com/products/vibe/)

 Micro Focus Vibeリソースライブラリ (http://www.novell.com/products/vibe/resource-
library/)

 Micro Focus Vibeサポートフォーラム (https://forums.novell.com/forumdisplay.php/989-
Vibe)
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20 Vibe 4リリースの新機能

 17ページのセクション20.1「Vibe 4.0.7の新機能」

 17ページのセクション20.2「Vibe 4.0.6の新機能」

 18ページのセクション20.3「Vibe 4.0.5の新機能」

 20ページのセクション20.4「Vibe 4.0.4の新機能」

 21ページのセクション20.5「Vibe 4.0.3の新機能」

 21ページのセクション20.6「Vibe 4.0.2の新機能」

 21ページのセクション20.7「Vibe 4.0.1の新機能」

 22ページのセクション20.8「Vibe 4.0の新機能」

20.1 Vibe 4.0.7の新機能

Vibe 4.0.7には、次のものが含まれています。

 お客様によって報告されたバグの修正 (http://www.novell.com/documentation/vibe4/pdfdoc/
vibe407-fixes/vibe407-fixes.pdf)。

 Vibeとのセキュリティ保護された通信には、TLS 1.2のみが必要になりました。

20.2 Vibe 4.0.6の新機能

お客様によって報告されたバグの修正 (http://www.novell.com/documentation/vibe4/pdfdoc/
vibe406-fixes/vibe406-fixes.pdf)およびライブラリの変更 (http://www.novell.com/
documentation/vibe4/pdfdoc/vibe406-library-changes/vibe406-library-changes.pdf)とともに、

Vibe 4.0.6には次のものが含まれています。

 新たにインストールする必要がある、改修されたAndroidアプリ

iOSアプリも改修されていますが、新たにインストールする必要はありません。

 ワークフロービューアの改良。

 サイズ感のあるナビゲーションパネル。

 管理データベーススクリプトの拡張機能により、JAVAパスを自動的に設定できます。

 インプレース編集機能が改善され、MS Office Add-Inでも機能するようになりました。

 Tomcatの起動の高速化。

 ゲストユーザのデフォルト言語は、使用されているブラウザに基づいて設定されるようになり

ました。

 VibeビデオストリーミングがSafariブラウザで機能するようになりました。

 アーキテクチャコンポーネントの更新と変更:

 KeyView 12.1

 OpenJDK 11

 TinyMCE 4.9.2
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20.3 Vibe 4.0.5の新機能

お客様によって報告されたバグの修正 (http://www.novell.com/documentation/vibe4/pdfdoc/
vibe405-fixes/vibe405-fixes.pdf)とともに、Vibe 4.0.5には、次のような大幅な変更と更新が含

まれています。

 アプリケーションダウンロードページの再設計と拡張

 クロスサイト要求の偽造(CSRF)保護が有効(カスタマイズに影響を与える可能性有り)。

 インプレース編集Javaアプレットの置き換え

 ファイルアップロードアプレットの置き換え

 OpenJDKがVibeの他のJavaインストールを置き換える

 Micro Focus KeyViewがOracle Stellentを置き換える

 SLES 15のサポート

 ワークフロービューアアプレットの置き換え

アプリケーションダウンロードページの再設計と拡張

次のスクリーンショットに示されているように、ユーザアプリケーションのVibeダウンロードペー

ジが再設計され、そのスコープが拡張されました。

そのため、Vibe 4.0.5以降、Vibe DesktopおよびOffice用のVibe Add-Inはカスタマーセンターで

は配布されなくなります。
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アプリケーションダウンロードページの設定に関する情報と手順については、『Micro Focus Vibe 
4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Distributing File-Access 
Applications to Users(ユーザへのファイルアクセスアプリケーションの配布)」」を参照してくだ

さい。

クロスサイト要求の偽造(CSRF)保護が有効(カスタマイズに影響を与える可能性有

り)。

Version 4.0.5以降では、Vibe 4.0.3で含まれていたが有効になっていなかったCSRF保護は、デ

フォルトで有効になっています。 

CSRF攻撃は、悪意のあるWebサイトが認証されたユーザとして機能し、追加のブラウザセッション

を要求して、サイトへの不必要な変更を行うことがある場合に発生します。

Micro Focusは、この保護がJSP、Vibeターゲットの外部アプリケーションなど、パートナーや顧客

が作成したカスタマイズを破壊する可能性があることを認識しています。

このため、カスタマイズされた部分を修正する間、CSRF保護を一時的に無効にすることができま

す。

1. テキストエディタを使用して、ssf-ext.propertiesファイルを編集用に開きます。既定ファイル

の場所は、次のとおりです。

Linux: /opt/novell/teaming/apache-tomcat/webapps/ssf/WEB-INF/classes/config

Windows: c:\program files\novell\teaming\apache-tomcat\webapps\ssf\WEB-INF\classes\config

2. csrf.enable=trueをcsrf.enable=falseに変更します。

3. ファイルを保存します。

4. Vibeを再起動します。

インプレース編集Javaアプレットの置き換え

チームは、インプレース編集Javaアプレットを、「Vibe URI」という名前の新しいサービス(MS 
URI機能に似ていますが、Microsoft Officeのみに限定されません)をサポートするプラット

フォーム固有の実行可能ファイルに置き換えました。 

Vibe URIは、LibreOfficeまたはMicrosoft OfficeがインストールされたMacおよびWindowsワー

クステーションをサポートします。

Vibe URI(Vibeのインプレース編集とも呼ばれます)の設定の詳細については、『Micro Focus Vibe 
4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の[「Providing File Access 
and Editing for Vibe Users(Vibeユーザにファイルアクセスと編集を提供)」] > [「Web Browser 
Access to Files Through Edit-in-Place(インプレース編集を介したファイルへのWebブラウザアク

セス)」]を参照してください。

ファイルアップロードアプレットの置き換え

Vibeの従来のファイルアップロード機能は、製品全体でHTML5ベースの機能によって置き換えられ

ています。エンドユーザ視点からの機能は、ほとんど変更されません。

複数ファイルの選択とアップロードがサポートされています。フォルダのアップロードはサポート
されていません。
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ユーザがフォルダレベルでアップロードする必要がある場合は、WindowsまたはMac用のVibe 
Desktopアプリケーションをユーザに提供することをお勧めします。

OpenJDKがVibeの他のJavaインストールを置き換える

Micro Focus Vibeは、Java仮想マシン(JVM)内で実行されます。 

バージョン4.0.5以降、Micro Focus VibeにはOpenJDKのカスタマイズされたバージョンが含まれ

ています。別のJDKおよびJREをインストールする必要はありません。また、インストールもサ

ポートされません。

重要: Micro Focus VibeサイトとWebDAVサーバ間でSSL接続を使用する場合、およびWebDAVサーバ

が認証局によって与えられた証明書ではなく自己署名証明書を持つ場合は、自己署名証明書をJDK
に手動でインポートする必要があります。基本プロセスは、『Micro Focus Vibe 4.0.7 
Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「Securing LDAP 
Synchronization(LDAP同期の保護)」で説明されているものと同じです。

Micro Focus KeyViewがOracle Stellentを置き換える

Vibe 4.0.5以降、Micro Focus KeyViewは、HTML表示およびテキストフィルタリング(検索インデッ

クス)機能において、Oracle Stellentを置き換えます。

Vibeのユーザ視点からは、機能は変更されていません。

SLES 15のサポート

バージョン4.0.5以降、VibeはSuSE Linux Enterprise Server (SLES) 15でサポートされています。

サポートされているすべてのサーバプラットフォームの一覧については、『Vibe 4.0.7 Installation 
Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の「「Server Operating System Requirements(サーバオペ

レーティングシステム要件)」」を参照してください。

ワークフロービューアアプレットの置き換え

VibeのWorkflow Designerアプレットは、HTML5 ベースの機能に置き換えられています。 

20.4 Vibe 4.0.4の新機能

Vibe 4.0.4リリースの主な焦点は、

 インプレース編集の改良

重要: Vibe 4.0.4以降、Webブラウザーを介してアクセスするファイル編集のデフォルトソ

リューションは、JavaアプレットベースのソリューションからMicrosoftのUniversal 
Resource Identifier (MS URI)技術に切り替えられました。

これにより、ユーザはMS Office 2010以降がインストールされているWindowsワークステー

ションからファイルを編集できます。この変更の詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 
User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7ユーザガイド)』の「「Editing Files Accessed through a 
Web Browser(Webブラウザからアクセスしたファイルを編集する)」」を参照してください。
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 セキュリティアップデート

 バグ修正。 

20.5 Vibe 4.0.3の新機能

Vibe 4.0.3リリースの主な焦点は、

 データベースとしてPostgreSQLをサポート。『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7イン

ストールガイド)』の「「Database Server Requirements(データベースサーバ要件)」」を参照

してください。

 LDAPソースとしてGroupWiseをサポート。『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インス

トールガイド)』の「「Adding Vibe Users from Your LDAP Directory(LDAPディレクトリから

Vibeユーザを追加)」」を参照してください。

 バグ修正。 

20.6 Vibe 4.0.2の新機能

Vibe 4.0.2リリースの主な焦点は、

 カスタムJSP: カスタムJSP使用者が表明した懸念事項の多くに対処します。

 Vibe 3レンダリング: Vibe 4のデフォルトのGWTレンダリングに不満をお持ちの方のために、

カスタマイズされたワークスペースやフォルダをVibe-3レベルでフォーマットする機能を提

供します。フォルダおよびワークスペースについて説明されている、Micro Focus Vibe 3フォー

マッティングを使用して表示オプションを参照してください。 

 再ブランディング: Micro Focusの所有権と開発を反映。

Vibe 4.0.2の開発チームは、次の事項も提供しています。

 Vibeの「インプレース編集」機能の使用を希望するVibe 4.0.1ユーザ　　するから見られる、

Javaアプレットの課題に対する暫定的なソリューション。

Firefoxユーザは、ブラウザがNPAPIサポートを撤退する前とまったく同じ体験ができます。

ChromeおよびMicrosoft Edgeブラウザのユーザは、自動的にダウンロードされたアプレット

を実行するように選択する必要があります。 

 管理者が外部ユーザに独自の条項を要求する機能。

 KeyShieldの使用に関する製品改善の追跡。

20.7 Vibe 4.0.1の新機能

 カスタマイズされた電子メール通知:  『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro 
Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Customizing Email Templates(電子メールテンプレート

のカスタマイズ)」」。

 ユーザ表示管理の拡張機能:  『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 
4.0.7管理ガイド)』の「「Limiting User Visibility(ユーザ表示の制限)」」。

 KeyShield二要素認証:  『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 
4.0.7管理ガイド)』の「「Configuring Two-Factor Authentication(二要素認証の設定)」」。
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 外部ユーザ用のLDAP: LDAPリソースを定義する際に、インポートされたユーザをVibeで内部

または外部のいずれとして処理するかを指定できるようになりました。『Micro Focus Vibe 
4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Synchronizing Users 
and Groups from an LDAP Directory(LDAPディレクトリからのユーザとグループの同期)」」を参

照してください。

 MariaDBのサポート: 『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の

「「Installing and Running the Database Server(データベースサーバのインストールと実行)」」

を参照してください。

20.8 Vibe 4.0の新機能

Vibe 4.0ユーザ拡張機能

Micro Focus Vibeのユーザ拡張機能および使用方法のリストについては、次を参照してください。

 『Micro Focus Vibe 4.0.7 User Guide(Micro focus Vibe 4.0.7ユーザガイド)』の「「What’s New 
in Micro Focus Vibe 4(Micro Focus Vibe 4の新機能)」」

 『Micro Focus Vibe 4.0.7 Advanced User Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7上級ユーザガイド)』の

「「What’s New in Vibe 4.0(Vibe 4.0の新機能)」」

Vibe 4.0インストールの拡張機能

 データベースの変更: Vibeでデータベースの作成が必要になりました。

Linuxでデータベースを作成する方法の詳細については、『Vibe 4.0.7 Installation 
Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の「「Creating the Vibe Database(Vibeデータベース

の作成)」」を参照してください。

Windowsでデータベースを作成する方法の詳細については、『Vibe 4.0.7 Installation 
Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の「「Creating the Vibe Database(Vibeデータベース

の作成)」」を参照してください。

 インストール時のドキュメント変換のファイルタイプを指定する: Vibeの以前のバージョンで

は、設定ファイルを編集することによって、HTMLに変換できるファイル形式を設定することが

できました。Vibe 4.0は、インストール時に、HTMLに変換でき、Vibeから閲覧できるファイ

ル形式を設定するためのグラフィカルなインターフェイスを提供します。

詳細については、『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の

「「Planning File Types for HTML Conversions(HTML変換用のファイルタイプの計画)」」を参照

してください。

Vibeでのドキュメント変換に関する一般的な情報については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 
Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Understanding and 
Configuring Document Conversions withMicro Focus KeyView(Micro Focus KeyViewを使用した

ドキュメント変換の理解と設定)」」を参照してください。

 アウトバウンド電子メールの送信元電子メールアドレスを指定する機能: Vibeから送信される

電子メールの送信元アドレスとして使用する電子メールアドレスを指定することができます。

詳細については、『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の

「「Outbound Email From Address(アウトバウンド電子メールの送信元アドレス)」」を参照して

ください。
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Vibe 4.0管理の拡張機能

 LDAP同期の改善点: LDAP同期で次の点が改善されました。

 同期パフォーマンスの向上

Vibe 3.4と比較したVibe 4.0のパフォーマンスの向上:

 1~1万ユーザを同期する場合-3倍の改善

 1万~3万ユーザを同期する場合-5倍の改善

 3万~6万ユーザを同期する場合は-10倍の改善

 タブ付きビューによるインターフェイスの改善

 LDAP設定のためにディレクトリ内のユーザおよびコンテナを選択するためのLDAPブラウザ

 一意でないグループ名のサポート

 LDAP同期が実行される前に、LDAP同期をプレビューする機能(Vibeで追加、削除、または

無効にするユーザおよびグループを表示する)

 同期結果ページのユーザおよびグループをフィルタする

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Synchronizing Users and Groups from an LDAP Directory(LDAPディレクトリか

らユーザおよびグループの同期)」」を参照してください。

 共有: 共有では、次の管理の改善が行われました。

 共有時にLDAPグループを使用できるかどうかを判断する機能: LDAPディレクトリからイ

ンポートされたグループを、ユーザが項目を共用している場合に、[共有相手]フィール

ドに表示するかをコントロールできる新しいオプションです。

 共有のホワイトリストまたはブラックリスト: 特定の電子メールアドレスおよびドメイン

と共有するためのホワイトリストまたはブラックリストを作成することができます。

 ファイルリンクの新規共有オプション: ファイルへのリンクを配布することによって、

ファイルを共有することをユーザに許可します。これにより、リンクにアクセスできるす
べてのユーザがファイルにアクセスできるようになります。

共有の詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 
4.0.7管理ガイド)』の「「Setting Up Sharing(共有の設定)」」を参照してください。

 管理者ユーザIDをリセットする機能: Vibe管理者のユーザIDをリセットすることができます。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Changing the Vibe Administrator User ID or Password(Vibe管理者のユーザID
またはパスワードの変更)」」を参照してください。

 改善されたパスワードリセット方法: ローカルユーザおよび外部ユーザが自分のパスワードを

リセットすることが、これまでになく簡単になりました。この方法は、Vibe管理者にも適用さ

れます。

Vibe管理者のパスワードをリセットする方法の詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 
Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Changing the Vibe 
Administrator User ID or Password(Vibe管理者のユーザIDまたはパスワードの変更)」」を参

照してください。

 管理者特権を付与するための新しいユーザインターフェイス: これにより、ユーザおよびグ

ループに対して管理者権限を簡単に付与できるようになりました。
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詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「Creating Additional Vibe Administrators(Vibe管理者の追加作成)」を参照し

てください。

 チーム管理の管理: Vibeサイト全体にわたって、チームワークスペースをより簡単に表示およ

び管理できます。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Managing Team Workspaces(チームワークスペースの管理)」」を参照してくだ

さい。

 拡張されたユーザおよびグループ管理インターフェイス: 詳細については、『Micro Focus Vibe 
4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Managing Users(ユー

ザの管理)」」および「「Managing Groups(グループの管理)」」を参照してください。

 外部ユーザの処理の改善: Vibe 3.4では、ユーザを外部としてマークするプロセスは手動で行

われていました。外部ユーザアカウントは、組織外のユーザとワークスペース、フォルダ、ま
たはエントリが共有されたときに自動的に作成されるようになりました。

Vibe 3.4の外部ユーザアカウントは、Vibe 4へのアップグレード後も維持されます。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Setting Up Sharing(共有の設定)」」を参照してください。

 Webクライアントへのアクセスを無効にする機能: ユーザがWebブラウザを介してVibeにアク

セスする機能を無効にすることができます。これにより、ユーザはVibe DesktopまたはVibe 
Mobileアプリを使用してのみVibeにアクセスできるようになります。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の 「「Disabling User Access to the Vibe Site on the Web(Web上のVibeサイトへの

ユーザアクセスを無効にする)」」を参照してください。

 同じ名前を持つ複数のグループのサポート: Type-to-Find(入力から検索)ドロップダウンリス

トで、Vibeにグループ名またはグループのタイトル、およびグループに関するセカンダリ情報

(グループ詳細または完全修飾DN)が含まれるようになりました。このセカンダリ情報は、同

じ名前を持つ複数のグループを識別するのに役立ちます。

 RESTリクエストの最大数を指定する機能: Vibe DesktopおよびMobileアプリケーションに

よって実行される同時アップロードおよびダウンロード要求の最大数を指定できます。

詳細については、『Vibe 4.0.7 Installation Guide(Vibe 4.0.7インストールガイド)』の

「「Configuring Requests and Connections Configuration(要求および接続の設定)」」を参照し

てください。

 一元化されたごみ箱の管理: ごみ箱に送信されたすべての項目が1つの場所に表示されるよう

になり、復元または完全に削除されるようになりました。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Permanently Deleting Files from the Trash(ごみ箱のファイルを完全に削除

)」」を参照してください。

 送信メールメッセージのデータクォータ: 送信メールメッセージにデータクォータを設定する

ことができます。1つの送信電子メール内のすべての添付ファイルの合計サイズは、設定した

割り当て量を超えることはできません。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Enabling/Disabling Outbound Emailing of Folder Digests(フォルダダイジェ

ストのアウトバウンド電子メールの有効化/無効化)」」を参照してください。

 WebクライアントからVibe DesktopおよびAdd-Inをダウンロード: Vibe DesktopおよびVibe 
Add-InをVibe Webクライアントのユーザが使用できるようにすることができます。
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詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Configuring the Vibe Desktop Application for All Users(Vibe Desktopアプリ

ケーションをすべてのユーザに設定)」」を参照してください。

 フォルダのエクスポートおよびインポートには、グローバルフィルタが含まれる: Vibeにフォ

ルダをエクスポートおよびインポートすると、すべてのグローバルフィルタがエクスポートお
よびインポートに含められます。(パーソナルフィルタは含まれません。)

 ワークスペーステンプレートは、グローバルレベル以外で作成できる: ワークスペーステンプ

レートを作成し、それをグローバルレベルで使用できるようにするのではなく、特定のワーク
スペースにのみ使用できるように作成できます。

 監査証跡および変更ログのエントリを自動的に削除またはアーカイブ: 指定した月数後に自動

的に監査証跡および変更ログのエントリを削除またはアーカイブするようにVibeを設定でき

ます。これは、これらのログが多くのディスク容量を消費している場合に役立ちます。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Managing Database Logs and File Archives(データベースログおよびファイル

アーカイブの管理)」」を参照してください。

 KeySieldを使用したシングルサインオンをサポート: KeyShield(KeyShieldライセンスは含ま

れません)を使用して、Vibeサイトへのシングルサインオンを提供できます。

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の 「「Configuring Single Sign-On with KeyShield(KeyShieldでのシングルサインオ

ンの設定)」」を参照してください。

 CAPTCHAを使用して総当たり攻撃を阻止: デフォルトで、VibeサイトのCAPTCHA (http://
en.wikipedia.org/wiki/CAPTCHA)が有効になり、Vibe Webアプリケーションを総当り攻撃から

保護するようになりました。

VibeサイトでCAPTCHAが使用されている場合のカスタマイズ方法については、『Micro Focus 
Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理ガイド)』の「「Securing 
against Brute-Force Attacks with CAPTCHA(CAPTCHAによる総当り攻撃に対する保護)」」を参

照してください。

CAPTCHAを有効にして、さまざまな設定オプションを設定する方法については、「Securing 
against Brute-Force Attacks with CAPTCHA(CAPTCHAによる総当り攻撃に対する保護)」を参照

してください。

 ユーザパスワードのセキュリティ保護機能: ローカルおよび外部ユーザのパスワードが特定の

パスワード要件を満たすように要求することができます。 

詳細については、『Micro Focus Vibe 4.0.7 Administration Guide(Micro Focus Vibe 4.0.7管理

ガイド)』の「「Securing User Passwords(ユーザパスワードの保護)」」を参照してください。

21 保証と著作権
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